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♪体験入学
ソルフェージュ等の体験授業や講師および在校生によるミニコンサート鑑
賞、入試に関する説明など音楽科の内容がすべてわかる体験入学です。
●令和６年６月１5日㈯ ９：00受付　９：２０～（予定）

小諸高等学校音楽棟
♪音楽科説明会
音楽科講師によるレッスン、授業内容、選抜方法等についての説明、校舎
見学を行います。　
●令和６年１０月５日㈯ ９：２０～１６：００（予定）

小諸高等学校音楽棟
♪学校開放日
合唱合奏授業の見学ができます。標記の日以外で音楽科見学のご希望
者は、音楽科までお問い合わせ下さい。　
●令和６年１０月１９日㈯ 午前中　小諸高等学校音楽棟

♪受検講習会
入試直前、受検に向けて、音楽科講師によるレッスン、ソルフェージュ・
楽典のアドヴァイスが受けられます。
●令和６年１１月９日㈯　小諸高等学校音楽棟

♪公開レッスン
世界で活躍される一流の先生方による公開レッスンです。
●春期公開レッスン：講師 中井恒仁 先生（ピアニスト）
　令和６年５月８日㈬ １２：４５～
●秋期公開レッスン：講師 櫻井秀樹 先生（作曲家）
　令和６年９月１０日㈫ １２：４５～

♪公開試験
本校生徒の実技試験を公開します。
３年生前期主専攻実技公開試験
●令和６年６月３日㈪・４日㈫  小諸高等学校音楽棟ホール

＊�演奏会、公開レッスンの日程時間は、変更することもありますので、ご参
加の際は事前に音楽科にお問い合わせください。

https://www.nagano-c.ed.jp/komorohs/
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募 集 定 員 	 １クラス　４０名（男女共学）
通 　 学 　 区 	 長野県内のどこからも応募できます。
	 ＊県外希望者もご相談ください。
選 抜 方 法 	「令和７年度　長野県高等学校入学者選抜要綱」によ

ります。前期選抜（自己推薦型選抜）には実技検査と
面接を、後期選抜（一般選抜）には学力検査と実技検
査を実施します。

実技検査内容 主専攻実技、副専攻実技・コールユーブンゲン・聴音等
	 詳細は「令和７年度　長野県小諸高等学校音楽科入

学者選抜実技検査実施内容（予定）」（令和６年７月中
旬発表予定）をご覧ください。

♪第３０回音楽科定期演奏会
合唱合奏の授業の発表演奏会です。合唱、吹奏楽（管打楽器専攻生に
よる）、オーケストラなど音楽科生徒全員による迫力ある小諸サウンド
がお聴きいただけます。
●令和６年１０月２５日㈮ ホクト文化ホール大ホール １８：００開演

♪第２８回卒業生演奏会
令和６年度の卒業予定者によるソロ演奏会です。
●令和６年１２月３日㈫　小諸市文化会館

♪第２９回音楽科演奏会
本校１・２学年選抜生徒と講師による、ソロ、室内楽の演奏会です。
●令和７年３月８日㈯　軽井沢大賀ホール
●令和7年３月９日㈰　長野市芸術館リサイタルホール
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Q 小諸商業高校と統合するのはいつですか？
A	2026年（令和８年）４月開校予定です。
Q 統合後、音楽科はどうなりますか？
A	新校は、普通科・音楽科・商業科の３学科を有する学校となります。
音楽科ではこれまでと同様、音楽の専門科目を学ぶことができます。

Q 校舎、および音楽棟はどうなりますか？
A	音楽科は現在の小諸商業校地へ移転します。新しい校舎には、
ホール、レッスン室、個人練習室等これまでと同様の施設が設置され
ます。

Q 2025年（令和７年）の入学生は、新校開校にあわせてどうなり
ますか？

A	2026年（令和8年）4月に新校の２年生となり、3年次3月には
「小諸新校２期生」として卒業します。

Q 新校になった時、レッスンの指導講師は変わりますか？
A	これまでと同様、様々な音楽大学で指導している先生をはじめ、県内
外の第一線で活躍している演奏家の先生が指導します。

♪校内演奏会
本校音楽科ホールで行われる、本校在校生によるソロコンサートです。
●令和6年6月10日㈪、7月9日㈫、8月27日㈫
　　　　10月9日㈬、11月6日㈬、12月16日㈪
　令和7年1月28日㈫
●会場：小諸高等学校音楽棟ホール １６：１０～

♪入試
●前期選抜　令和７年２月１０日㈪、１２日㈬
●後期選抜　令和７年３月１１日㈫（学力検査）
　　　　　　　　３月１２日㈬（実技検査）

音楽科定期演奏会

卒	業	年	度
大	学	名

平成9
〜令和
4年度

令和
5年度 合計

国 

公 

立

愛知県立芸術大学 18 3 18
沖縄県立芸術大学 3 3
京都市立芸術大学 4 4
京都教育大学 2 2
上越教育大学 1 1
信州大学 18 18
群馬大学 1 1
東京学芸大学 1 1
東京藝術大学 25 １ 26
新潟大学 3 3
山形大学 1 1
宇都宮大学 1 1
北海道教育大学 3 3
千葉大学 1 1

国
公
立
短
期

長野県短期大学 3 3
大分県立芸術文化短大 1 1
大月短期大学 1 1

私
立
音
大

上野学園大学 12 12
尚美学園大学 6 6
国立音楽大学 111 ２ 113
昭和音楽大学 84 ２ 86
洗足学園大学 55 ５ 60
東京音楽大学 37 37
東邦音楽大学 11 11
桐朋学園大学 25 １ 26
名古屋音楽大学 3 3
名古屋芸術大学 4 4
大阪芸術大学 3 3
日本大学（芸術学部） 15 15
フェリス女学院大学 7 7
武蔵野音楽大学 122 １ 123
同志社女子大
（学芸学部音楽学科） 2 2

大阪音楽大学 1 1

私
立
四
大
（
教
育
・
他
）

佐久大学 1 1
岐阜聖徳学園大学 1 1
高知工科大学 1 1
諏訪東京理科大学 1 1
聖徳大学 6 6
創造学園大学 1 1
玉川大学 8 8
桜美林大学 3 3
常葉学園大学 1 1
長野大学 1 1
仏教大学 1 1
文教大学 3 3
東海大学 3 3
ものつくり大学 1 1
鎌倉女子大学 1 1
文教学院大学 1 1
立正大学 1 1
明星大学 2 2
山梨英和大学 1 1
東京家政大学 1 1
獨協大学 1 1

私
立
短
期
（
音
楽
系
）

上野学園短期大学 6 6
尚美学園短期大学 6 6
昭和音楽短期大学 28 １ 29
高崎芸術短期大学 4 4
東邦音楽短期大学 5 5
桐朋学園短期大学 3 3
名古屋芸術短期大学 1 1

私
立
短
期
（
幼
教
・
他
）

上田女子短期大学 26 26
松本短期大学 2 2
飯田女子短期大学 1 1
洗足こども短期大学 8 8
宇都宮短期大学 1 1
清泉女学院短期大学 24 24
聖徳短期大学 6 6
千葉経済短期大学 2 2
東京家政大学短期大学部 2 2
東京女子体育短期大学 2 2
常葉学園短期大学 3 3
鶴川女子短期大学 1 1
目白大学短期大学部 1 1

卒	業	年	度
大	学	名

平成9
〜令和
4年度

令和
5年度 合計

留　
学

Royal	Danish	
Academy	of	Music 1 1

Hartnell	College 1 1
University	of	North	
Texas 1 1

サンフランシスコ音楽院 1 1
ネバダカリフォルニア大学 1 1
ネブラスカ州立大学 1 1
ルーズベルト芸術大学 1 1

専
門
学
校
（
音
楽
系
）

グローバル管楽器技術学院 2 2
国立音楽院 1 1
昭和芸術音楽院 1 1
尚美ミュージックカレッジ
専門学校 10 2 12

中部楽器技術専門学校 4 　 4
ヤマハピアノテクニカル
アカデミー 1 1

長野医療衛生専門学校
（音楽療法士学科） 4 4

YAMAHA音楽院 1 1
カワイ音楽院 1 1 2
東放学園音響専門学校 1 1
音響芸術専門学校 1 1

各
種
学
校
・
専
門
学
校

文化学園長野保育専門学校 1 1
ナンバペット美容専門学校 1 1
東放学園専門学校 1 1
長野県福祉大学 1 1
上田情報ビジネス専門学校 3 3
太田医療技術専門学校 1 1
小諸看護専門学校 1 1
シアトル国際短期大学
JAPAN 1 1

千葉理美容専門学校 1 1
東京アナウンス学院 1 1
東京アニメーションカレッジ 1 1
東京工学院専門学校 1 1
東京スクールオブミュージック 1 1
東京ビジュアルアーツ 1 1
東京福祉専門学校 1 1
長野理容美容専門学校 1 1
日本工学院八王子専門学校 4 4
山野美容専門学校 1 1
金沢医療専門学校 1 1
松本衣料デザイン 2 2
バンタンデザイン研究所 5 5
ヒューマンアカデミー
名古屋 1 1

松本理容美容専門学校 1 1
総合芸能学院テアトル
アカデミー 1 1

日本外国語専門学校 1 1
マリールイズ美容学院 1 1
服部栄養専門学校 1 1
大原学園 1 1
長野調理製菓専門学校 1 1
横浜こども専門学校 1 1
東京ダンス＆アクターズ
専門学校 1 1

ヤマザキ動物専門学校 1 1
就
職
／
他
公務員等・他 24 3 27

合　　計 853 24 874

（令和5年度の合計数は令和1年度卒業の浪人1人を含む）

出身地別 専攻別

音楽科の生徒募集

聴音 出題例

地区別専攻別生徒数

新校について
　　　音楽科 Ｑ＆Ａ

小諸高等学校音楽科　演奏会等のご案内進路状況

ウ
ィ
ー
ン
研
修
旅
行



楽
器
庫

将来優れた音楽専門家として、文化の発展
に貢献し、幅広く社会で活躍できる人材の
育成を目指します。
そのために、専門的な学習はもちろん、普通
教科の学習も充実させ、豊かな感性を備え、
調和のとれた人間形成に力を入れます。

主専攻実技
ピアノ・声楽・弦楽器（ヴァイオリン、ヴィオラ、
チェロ、コントラバス、ハープ）・管楽器（リコー
ダー、フルート、オーボエ、ファゴット、クラリ
ネット、サクソフォーン、ホルン、トランペット、
トロンボーン、ユーフォニアム、チューバ）・打
楽器・電子オルガンから一つを選択し、３年間
継続して同じ分野を学びます。上記以外の専
攻については、入学生によって対応致します。
授業は、専門実技講師による個人指導（一対
一のレッスン）で実施します。
副専攻実技
ピアノ主専攻の生徒は声楽を、声楽・弦楽器・
管楽器・打楽器・電子オルガン主専攻の生徒
はピアノを副専攻として学びます。この授業
も、専門実技講師による個人指導で実施し
ます。

音楽理論
楽典・和声法の基礎・楽式論等、音楽に
必要な音楽理論を学びます。
音楽史
西洋および日本音楽の各時代の特色や、
作曲家と作品、様式等を学びます。
演奏研究
音楽作品についての演奏研究を通して、
音楽様式や時代背景を学びます。
演奏法
いろいろな音楽を創造的に表現できる
よう、その知識と技能を学びます。
ソルフェージュ
音楽表現に必要な基礎能力を高めるため
の授業です。新曲視唱、視奏（楽譜通り正
しく演奏表現できる）と、聴音（旋律・和音
等を正しく聴き取れる）が中心で、少人数
による習熟度別学習を実施します。

重唱・重奏
二人以上で行うアンサンブル活動です。
独唱・独奏だけでは得られない表現力を
学びます。
合唱・合奏
全学年合同で実施します。合唱と合奏
（オーケストラ・管楽アンサンブル）のどち
らかを選択し学びます。定期演奏会等で
学習成果を発表します。

8
2学期

音楽科合宿（２泊３日）
第3回校内演奏会

9
2学期

前期主専攻実技試験（1・2年）
前期副専攻実技試験（3年）
公開レッスン（楽曲分析）
2学期中間考査

10
2学期

音楽科説明会
第4回校内演奏会
学校開放日
第30回定期演奏会

11

2学期

第5回校内演奏会
プレッシャーコンサート（3年）
音楽科受検講習会
2学期末考査
修学旅行（2年）
研修旅行（1年）

12
2学期

第6回校内演奏会
第28回卒業演奏会

1
3学期

プレッシャーコンサート（3年）
後期主専攻実技試験（1・2年）
後期副専攻実技試験（3年）
第7回校内演奏会

2
3学期

前期入学者選抜
後期副専攻実技試験（1・2年）
学年末考査（1・2年）

3
3学期

卒業証書授与式
後期入学者選抜
第29回音楽科演奏会

4
1学期

入学式
新入生歓迎会
ふれあい合宿（1年）

5
1学期

公開レッスン（ピアノ）
1学期中間考査
保護者総会

6

1学期

前期副専攻実技試験（1・2年）
前期主専攻実技試験（3年・公開）
第1回校内演奏会
吹奏楽部定期演奏会
音楽科体験入学
1学期期末考査

71学期
文化祭（野岸祭）
第2回校内演奏会

卒業生紹介
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1年

2年

3年

レッスン室 7室
専任講師による個人指導や、重唱・重奏等
のアンサンブルに使用。

個人練習室
27室

各個室に、グランドピ
アノを1台ずつ配置。

ソルフェージュ室 3室
専門科目の授業、習熟度別の学習、重唱、
重奏の練習に使用。

第1音楽室
授業の他、合唱・合奏の練習に使用。

音楽ホール 座席数158
演奏会・公開レッスン・講習会等や合唱・合
奏練習に使用。フルコンサートピアノを配置。

第2音楽室
授業の他、重唱・重奏
等のアンサンブル活
動に使用。

楽　　器	 フルコンサートグランドピアノ（スタインウェイ）〔1台〕、
	 グランドピアノ〔49台〕、オーケストラ用楽器〔一式〕
音響機器	 ビデオ、DVDの視聴覚機器、充実したレコーディング機器
	 Wi-fi環境整備済

設備

ミュージカルレッスン

公
開
レ
ッ
ス
ン（
ピ
ア
ノ
）

夏
季
合
宿

優れた音楽専門家として活動できるよう、その基礎力をつけます。
実技は専攻、副専攻とも、専門家による徹底した個人指導を行っています。
また科目によっては、習熟の度合いにより小グループに分けて指導を行い、学習効果を高めます。

音楽専門科目を広く深く学べます。
専門科目の授業は全体の４割近くあり、充実した音楽教育
が受けられます。また著名な演奏家による公開レッスン・
演奏会を通して、一人一人の音楽性を高めていきます。定
期演奏会・校内演奏会・卒業演奏会など学習成果の発表
の場を多くとり、専門・伴奏・アンサンブル・合唱・オーケ
ストラに参加し、音楽表現をより確かなものにしていきます。

生徒一人一人の希望に則した進路指導を行います。
音楽系大学はもちろんのこと、国公立の教員養成大学や幼児教育科への進学、さらには、音楽の
技術を生かした様々な進路希望に対応したカリキュラムや補習プログラムを備え、徹底した進路
指導を行います。

３年演奏研究（小学生と）

1年研修旅行（音楽大学見学）

学 校 長	 柳沢　弘蔵
教 　 　 頭	 細萱　裕樹
教 　 　 諭	 青木　千佳（音楽史・ソルフェージュ・重唱・合唱）
	 池内　宏明（音楽理論・ソルフェージュ・重奏・合奏）
	 石黒　歩実（音楽史・ソルフェージュ・演奏研究・重奏・合奏）
	 高砂　佑介（音楽理論・ソルフェージュ・重奏・合奏）
	 中村　幸司（音楽理論・ソルフェージュ・重奏・合奏）
	 山本　聡子（音楽理論・演奏研究・ソルフェージュ重唱・合唱・ピアノ）
専 任 講 師
声 　 　 楽	 大石	　洋史		 九嶋	香奈枝	 髙原	亜希子	 徳武	　雪子
	 彌勒	　忠史	 三井	　清夏	 柳沢	　亜紀
ピ ア ノ 	朝倉	真奈美	 奥村	　友美	 長川	　晶子	 神林	　杏子
	 小林	　百香	 小宮山	　愛	 寺田	　智子	 深沢	　雅美
	 山村	　　薫	 村上	　直行	 吉田	千佳子
電子オルガン	 保科	すみれ
ヴァイオリン	 村岡　	陽子　
チ ェ ロ	 西山	　健一
コントラバス	 西山	　真二
ハ ー プ 	井田	結貴乃
弦楽器演奏員	 青木	　高志（ヴァイオリン）	 北原	めぐみ（ヴァイオリン）
	 大工原加奈子（ヴァイオリン）	 上原　	恭子（ヴィオラ）
	 寺島	都志子（チェロ）	 石橋　	京子（コントラバス）
管 打 楽 器	 柳沢　	実花（オーボエ）	 和久井	　仁（オーボエ）
	 金野	紗綾香（フルート）	 西田　	紀子（フルート）
	 粟生田	直樹（クラリネット）	 皆神　	陽太（ファゴット）
	 小山	弦太郎（サクソフォーン）	 閏間　	健太（トランペット）
	 小林　	祐治（ホルン）			 棚田　	和彦（トロンボーン）
	 宮島　	優哉（ユーフォニアム）		 松下　	裕幸（チューバ）
	 荻原	　松美（打楽器）	 高口	かれん（打楽器）
ミュージカル	 瀬川　ナミ
	 ＊上記以外の専攻楽器にも対応致します。
招聘演奏家	 ダン	タイ	ソン	（国立音楽大学客員教授）	 平成１４年度
	 舘野　	　泉	 （演奏家）	 平成１５年度
	 森永　	朝子	 （武蔵野音楽大学講師）	 平成１５年度
	 若林　	　顕	 （演奏家）	 平成１６年度
	 牧野　	正人	 （洗足学園音楽大学教授）	 平成１６年度
	 清水　	和音	 （東京音楽大学客員教授）	 平成１７年度・令和５年度
	 松本	美和子	 （武蔵野音楽大学特任教授）	 平成１７・２２年度
	 永井　	和子	 （東京芸術大学教授）	 平成１８・令和元年度
	 横山	　幸雄	 （上野学園大学教授）	 平成１８年度
	 江口　	文子	 （昭和音楽大学教授）	 平成１８・２２年度
	 田部　	京子	 （上野学園大学教授）	 平成１９年度
	 大倉	由紀枝	 （国立音楽大学教授）	 平成１９年度
	 花岡　	千春	 （国立音楽大学副学長）	 平成２０・２３・２５・２７年度
	 佐藤	美枝子	 （演奏家）	 平成２０年度
	 青柳	　　晋	 （東京芸術大学准教授）	 平成２１年度
	 佐々木	典子	 （東京芸術大学准教授）	 平成２１年度
	 澤畑　	恵美	 （国立音楽大学准教授）	 平成２３年度
	 石井　	克典	 （東京音楽大学教授）	 平成２４年度
	 佐橋　	美起	 （武蔵野音楽大学准教授）	 平成２４年度
	 栃本　	浩規	 （東京芸術大学准教授）	 平成２５年度
	 アンドレ・アンリ	（東京音楽大学客員教授）	 平成２６年度
	 仲道　	郁代	 （演奏家）	 平成２６・２９年度
	 甲斐　	雅之	 （NHK交響楽団・東京音楽大学講師）	 平成２７年度
	 加納　	悦子	 （国立音楽大学准教授）	 平成２７年度
	 山本　	貴志	 （演奏家）	 平成２８年度
	 Dante	Mazzola	（昭和音楽大学客員教授）	 	平成２８年度
	 中丸	三千繪	 （声楽家）	 平成２９年度
	 田中	靖人（東京佼成ウインドオーケストラ団員・愛知県立芸術大学講師・昭和音楽大学講師）	平成３０年度
	 寺田　	悦子	 （演奏家）	 平成３０年度
	 高橋	多佳子	 （演奏家）	 令和元年度
	 垣内　	悠希	 （指揮者）	 令和３年度
　	 迫　　	昭嘉	 （東京藝術大学教授）	 令和４年度
　　　	 北條　	加奈	 （声楽家）	 令和４年度
	 彌勒　	忠史	 （声楽家）	 令和５年度
　	 中井　	恒仁	 （演奏家）	 令和６年度
	 小櫻　	秀樹	 （作曲家）	 令和６年度
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「音楽科」の目指すもの

指導方針と特徴

音楽科で学ぶ内容〈令和6年度入学生
　 カリキュラム 　〉

音楽科で過ごす1年〈令和6年度〉

音楽専門の授業紹介

音楽科担当職員一覧 音楽科の施設と設備

閏間 健太（H19年度卒１１期生／トランペット）
2008年東京芸術大学音楽学部に入学。第２７回日本管
打楽器コンクール・トランペット部門第４位。第３回関西ト
ランペット協会コンクール第１位。サイトウ・キネン・フェ
スティバル（現セイジ・オザワ	松本フェスティバル）室内
楽勉強会、青少年のためのオペラに参加。これまでにト
ランペットを小林好夫、杉木峯夫、佐藤友紀の各氏に師
事。現在都内を中心に活動する傍ら、地元長野県内でも
演奏、指導を行う。WISH	Wind	Orchestra、Brass	
BReeZeメンバー。長野県小諸高等学校音楽科非常勤
講師、ヒオキ楽器佐久平店トランペットコース講師。

県内で唯一の音楽科のある小諸高校は、いつも回りに音楽を感じ
ることのできる、全国的に見ても環境が大変整った学校だと思い
ます。自分の音楽に集中できる場であり、同じ目標を持った仲間
が近くにいることで、お互いに刺激しあって練習ができました。そ
して、なにより、専攻ごとに講師の先生がいらっしゃるので、レッス
ンを受ける度にたくさんの発見があります。僕は今都内を中心に
演奏活動をしていますが、何度か小諸でお世話になった先生とも
ご一緒する機会がありました。その時はやっぱり嬉しくて、音楽を
勉強してきて良かったな、と思います。
入学される皆さんには是非、先生方のレッスンで多くのことを吸
収して、将来的には自分の先生と同じ舞台に立てるよう、頑張って
ほしいと思います！

大井 未那　（H29年度卒21期生／トランペット）
坂城町出身。4歳よりピアノ、10歳よりトランペットを始める。
坂城町立坂城中学校卒業、長野県小諸高等学校音楽科トラ
ンペット専攻卒業、明星大学教育学部教育学科教科専門音楽
コース卒業。これまでにトランペットを閏間健太氏、上田仁氏
に師事。ピアノを大島優子氏、新納洋介氏に師事。また、高校
ではウィーン研修旅行に参加した。現在、長野市立昭和小学
校に勤める。
私は、小学校の金管バンドでトランペットと出会い
ました。中学校では吹奏楽部の人数が足りず思う
ように音楽ができない日々の中、｢大好きなトランペットをもっと上手く
なりたい！大人数で演奏したりもっと音楽を学んだりしたい！｣と考えた
私は、音楽科への進学を決めました。音楽科では、毎週の主専攻や副
専攻レッスンに加え、ソルフェージュ、音楽史、音楽理論など専門科目
の授業を受けることができます。また、レッスン室、ソルフェージュ室に
加え個人練習室も多くあり、毎日練習することができます。私は高校２
年の時、ウィーン研修旅行へ参加しました。ウィーントーンキュンストラ
ーの首席奏者のレッスンを受け美しいタンギングを学び、またウィーン
フィルハーモニー管弦楽団の公開リハーサルを見学するなど貴重な
経験をしました。これこそ音楽科へ進学したからこそできたことであ
り、音楽科を選び本当に良かったと感じています。音楽科での学びを
活かし、現在私は小学生へ金管バンドの指導をしています。是非みな
さんも小諸高校音楽科で学び、夢に向かい進んでいってください。

笹平 幸那（H２６年度卒１８期生／オーボエ）
長野県須坂市出身。長野県小諸高等学校音楽科を経て、東京藝術大学器
楽科卒業。同大学院音楽研究科修士課程修了。修了時に大学院アカンサ
ス音楽賞を受賞。第16回ジュニア管打楽器コンクールオーボエ部門高
校生コース金賞1位受賞。第37回日本管打楽器コンクールオーボエ部
門入選。平成27年度東京藝術大学宗次德二特待奨学生。日本演奏連盟
主催	新進演家育成プロジェクト・リサイタルシリーズTOKYO122出演。
これまでにオーボエを田渕哲也、河野剛、小畑善昭、吉井瑞穂の各氏に室
内楽を岡崎耕治、日高剛、濱崎由紀、和久井仁、岡本正之の各氏に師事。
2023年1月、（公財）千葉交響楽団に入団。

私は中学校の吹奏楽部からオーボエを始めました。当初はプロの演奏家になりたいなど
明確な夢はなく、ただ単純に音楽が好きで、もっとオーボエが上手くなりたいという理由
で受験を決めました。
何も知識が無く右も左も分からない中、第一線で活躍されている専攻の先生方に一から
教わり、サポートして頂ける環境で学んでいくにつれ、演奏家として活躍していきたいとい
う夢を持つようになりました。学校生活では嬉しいことや楽しいことがある反面、辛い時も
数えられないぐらいありましたが、同じ夢や目標を持つ仲間たちと切磋琢磨し、練習に励
むことが出来ました。卒業してからも、小諸高校で出来た繋がりは強く感じています。私は
主に都内で演奏活動をしていますが、当時お世話になった先生方や、先輩方とご一緒する
機会も多く、同じ舞台に立てていることがとても嬉しいです。
音楽を真剣に学びたいと思っている方には、設備や制度が整っていて、常に音楽に触れるこ
とが出来る環境、そして同じ目標を持った仲間ができる小諸高校音楽科をおすすめします。
いつの日かこれを読んでくれた皆さんと一緒に音楽をする日を楽しみにしています！

令和5年度 卒業生（27期生）
水間 妃奈乃
音響芸術専門学校
音響テクニカル・アーティスト学科
（小諸市立小諸東中学校卒業）

私は幼い頃からとにかく「音楽が好き」と
いう気持ちが強く、その中でも歌うことが
好きだったので、声楽専攻生として音楽科
に入学しました。ソルフェージュやピアノ
はほとんど経験したことがなく受検前から
不安ばかりでしたが、いざ入学してみると、音楽に対する意識
の高い仲間が多くお互いに高め合い、毎日が音楽で溢れてお
り、とても楽しい高校生活を送ることができました。音楽科は
生徒も先生方も皆が真剣に音楽と向き合っており、それぞれの
個性を存分に活かすことができる場です。その中で私は、高校
野球長野県大会で大会歌を歌わせていただいたり、作曲コン
クールに応募してグランプリをいただいたり、文化祭でのミュ
ージカルの曲を書いたりと、声楽以外でも自分の音楽を発揮
出来る場がたくさんありました。元々自分に自信がなかった私
でしたが、先生方が背中を押して下さり、音楽を学ぶことで仲
間と共に成長し、自分のやりたい音楽に自信が持てるようにな
りました。この音楽科で過ごした３年間は、私の人生が大きく変
化した大変貴重な時間でした。

私は、音楽を表面上でなくしっかり専門的に
学びたいという思いがあり、小諸高校の音
楽科に入学しました。寮生活や、知り合いが
1人もいないクラス、そして何より「音楽科」
という特別な学科、何もかもが初めての環
境に、最初は緊張や不安ばかりがありました。ですが、共に音楽
を学ぶ個性的で面白いクラスメイトや、素敵な先輩方と出会い、
少しずつ充実した毎日を過ごせるようになりました。音楽科の良
いところは、毎週のレッスンや演奏会など、年間を通して忙しく
充実しており、だからこそ様々な発見・学びを得られるところだ
と思います。生徒が気持ちよく過ごせるような環境・設備も整っ
ており、集中して自分と向き合うことができます。レッスンでは、
プロの先生が自分の強みや足りない部分をしっかり見てくださ
るので、技術や表現のレベルアップに繋がりました。私はこの3
年間で、数えきれないほどの「本番」を経験でき、そして、ここで
出会えた仲間や先生方は、この音楽科にいたからこそ得られた
ご縁だと思います。音楽面だけでなく、人としての礼儀や心遣い
についても学ぶことができ、とても充実した3年間でした。

私は小学4年生の頃に合唱を始めました。
合唱団の一員としてステージに立つ経験
を積んでいくうちに、「1人で演奏してみた
い、表現してみたい」と思うようになり、声
楽専攻として音楽科に入学することを決
めました。毎週のレッスンや実技試験、そして数多くある演奏会
は、技術的にも精神的にも私を大きく成長させてくれました。
音楽科の演奏会は、生徒自身で運営をします。演奏者としてス
テージに立つだけでなく、演奏会の企画や裏方の仕事もするこ
とからは、たくさんの学びがあり、感謝の気持ちをもって本番に
臨もうと、より一層強く感じるようになりました。自分と同じよう
に音楽が大好きな仲間や、生徒一人ひとりの音楽・個性を大切
にしてくださる先生方と充実した設備・環境の中で共に学ぶ3
年聞は、とても刺激的なものでした。この道を選んで良かった、
心からそう思います。音楽科で過ごすことで、自分の音楽を深
められたのはもちろん、人としてたくさん成長することができま
した。この3年間の学びは、この先の人生で、必ず自分の支え
となってくれると信じています。

髙橋 実希
愛知県立芸術大学　音楽学部
音楽科器楽専攻管打楽器コース［サクソフォン］
（伊那市立伊那中学校卒業）

湯本 野乃花
愛知県立芸術大学　音楽学部　音楽科声楽専攻
（信州大学附属長野中学校卒業）

音楽科 在校生
草深 優奈
３年生・トランペット専攻
（信州大学教育学部附属松本中学校出身）

私は小学4年生でアルトホルンを始め、中
学校では吹奏楽部に入りトランペットを始
めました。その中で「もっと専門的に音楽
を学びたい、将来的に音楽大学に進学し
たい」と思い、小諸高校音楽科を受検しま
した。私は実家が遠いため、入寮し学校に通っています。一人
暮らしに対する不安はありましたが、両親や先生方がサポート
してくださり、充実した高校生活を送ることができています。
小諸高校音楽科は県内で1番、音楽に熱中できる環境である
と思います。主専攻、副専攻のレッスンやソルフェージュの授
業などでは毎日自分の技術と向き合い新しい発見ができま
す。悩むこともたくさんありますが、先生方や仲間が支えてく
れます。努力することの大切さも実感します。また、同じ思い
で音楽をやっている仲間と一つの演奏会を作り上げるという、
高校生ではなかなか体験できない機会もあります。技術面や
知識面で成長するのはもちろん、たくさんの人と人との関わり
を経て、仲間と切磋琢磨し合い音楽を学べる、そんな小諸高
校音楽科で一緒に学びませんか？

小さな頃から始めたヴァイオリン、元々好きでやり始
めたわけではありませんでした。音楽科に入ったのは
ヴァイオリンだけでなく、大好きな音楽について幅広
く知識を深めていきたいと思ったからです。実際入学
してすぐに世界が広がったように感じました。今まで触
れたことのない音楽を先生方と多くの友人から学び取
り、共有しました。このような経験は音楽科ならではではないかと思います。
例えばソルフェージュが終わったあと、友人と、どうすればさらに上達するの
か、この表記のときはどのような歌いまわしをすればよいのかなどを共有す
る時間は最高としか言い表せないでしょう。もちろん授業そのものも一回一
回が知識の山なのでとても勉強になり、かつ音楽科に来るべきであるとい
う大きな理由です。ですが、私が音楽科に入り、一番の衝撃を受けたのは、
やはり主専攻レッスンでした。自分の知らない事ばかりで、最初は目が回る
ほどの大変さでした。今まで見てきたヴァイオリンの世界がほんの一部分で
あるかのように感じられました。そのため、私は今ではヴァイオリンが好きで
はないなどと言っていられないほど大変で、楽しくて、幸せです。他にも音
楽科に入って、計画性、先見性、社会性、コミュニケーション能力など、様々
なものが得られ私自身一気に成長したと感じます。そして何より、とても幸
せです。皆さんが音楽科に入って来るのを楽しみにしています。

北爪 月
３年生・ヴァイオリン専攻（佐久市立浅科中学校出身）


